劇団四三会議

日時：5/6日昼
場所：メッセ

参加者：清水（Ｑ，Ｓ）、小川（virgin）（遅刻）、菊池（ユンケル）（途中退場）、浅水（夜月）、岡本（ker）（寝てた)
議題

基本技について、

本編
Q,S気味(団長) の発言:

会議始めようか
まず、この前の宿題の
基本六つの組み合わせどんなのがいいか
あるいはどんなタイプのがいいか
どうぞ
夜月　冬摩 の発言:

赤→攻撃
青→ジャンプ
緑→防御
赤＋青＝紫→魅惑（男性の敵にしか効かない）
赤＋緑＝黄→魅せポーズ、薔薇を飛ばす遠距離攻撃
青＋緑＝水色→ハイジャンプ、
夜月　冬摩 の発言:

赤に関する文化 [編集]

火や血液からの連想で、一般に「情熱」や「活気」など、精神や物事の盛り上がりを表すことが多い。
一般に、赤は「熱暑」「激情」を表す。地図上で、熱帯は赤で示される。（⇔青）
赤は警戒色であり、「警告」「禁止」の色として用いられる事が多い。 

災害時の医療トリアージでは、最優先で救命処置を行う必要がある患者に赤のタグを装着する。⇔（黄（要治療）、緑（軽症）、黒（救命不能））
「失格」「落第」の意味でも用いられる。（例：赤点）（⇔緑）
郵便局の配達車やオートバイや郵便ポスト、消防車は赤色である。
暦においては、休日（大半の国では日曜日）は赤で記される。（⇔黒、青）
電気では、陽極は赤で示される。（⇔黒）
赤は日本語では「明らかな」「全くの」という意味を持つことがある。（例：赤貧、真っ赤な嘘、赤っ恥）
男は青や黒、女は赤で表すことが多い。
夜月　冬摩 の発言:

黄色 [編集]

一般に、黄色は注意を意味する色として使われることが多い。例：黄色点滅信号、イエローカード 

日本では、黄色の背景と黒い文字の組み合わせで注意を喚起するために、黄色のマーカーが多用されている。
現在では、黄色は穀物の穂や夕日のイメージから、「秋」や「西」を意味することが多い。 ⇔緑
現代では黄色と書くと「えっちな」・「卑猥な」の意味となり、日本でいうピンクと同様の意味合いで使われる。
紙が古くなると黄ばむ事から、黄色は「低俗」「大衆受け」「臆病」の象徴として用いられる。例：イエロージャーナリズム（センセーショナルな報道）、黄色組合（御用組合） ⇔青（高尚）、赤（勇敢）
特に女性の、甲高い声を「黄色い声」と呼ぶことがある。
心理学的に黄色は光に象徴されるように、開放感、気分の明快さを与える色である
狂人の色であるとされる
夜月　冬摩 の発言:

緑に関する文化 [編集]

緑は寒色であるが、他の寒色（青、紫）と比べて、暗い所でも識別が容易である。特に「緑と白」との対照は、「黄色と黒」と同様に目立つ組み合わせとなっている。このため、寒色の灯火には緑色灯が多く用いられ、蛍光塗料には緑で塗装される物が多い。例えば、非常口の看板・灯火は緑と白の組み合わせで示され、非常に目立つ対照となっている。
緑色の物一般を「緑」と呼ぶ事がある。また、広く植物、自然やアウトドアなどを表す。 

植物の葉の色は緑色である。葉の緑色は、葉緑素（クロロフィル）によるものである。
葉のイメージから転じて、「安全」「成長」「少年」「幼稚」のイメージを伴うことが多い。日本では、幼稚な様子を「緑い（あおい）」「青二才（緑二歳）」と表現する。
緑は「許可」「合格」「及第」の意味で用いられる事も多い。
夜月　冬摩 の発言:

紫に関する事項 [編集]

植物ムラサキの根（紫根）を染料にしたことが紫の名の由来。栽培が困難だったため珍重され、古代中国（漢代以降 - 時代が下ると黄色に変った）、ローマ帝国、律令時代の日本などでは、紫は高位を表す色とされた。
一般に、紫は「優雅」や「高貴」を表すことが多い。
イタリアでは不吉な色とされ、オペラ鑑賞にはあまり好ましくないとされた。
夜月　冬摩 の発言:

青に関する風習 [編集]

青は海や水のイメージから、「希望」「冷静」のイメージを伴う事がある。例：“Blue Bird”（希望の鳥）
寒さや恐怖などで顔色が悪くなることを「青ざめる」という。血の気がひいて赤みが無くなるためである。
「寒冷」「冷淡」「陰気」の象徴として、専ら青が使われる事が多い。地図上においても、寒帯は青で示される。 ⇔赤（熱暑、情熱）
知性、高尚、知識階級や貴族を象徴する色に、青が多用される。例：「藍い血を引く（＝貴族階級である）」「ブルーリボン賞」 ⇔黄（臆病）
仏教では、青色は「修羅」の世界の色として考えられている。
夜月　冬摩 の発言:

水色に関する事項 [編集]

「水」は「水で薄めた～」といった具合の意味である。
水色は寒色の一種であるが、その中にも暖色のような温かさと穏やかさのイメージを与える。よって女性や小さな子供に好まれる傾向がある。
桃色の女性的なイメージに固定される事を好まない女性に好まれる事も多い。
白と相性がよく、白地に水色の円を対称的に配したものは水玉模様と呼ばれ、子供用の衣服や下着、寝具などに好まれる。
夜月　冬摩 の発言:

イメージっぽいのが書かれているところだけ抜粋しましｔ
Q,S気味(団長) の発言:

俺は、もっと動きの名称を演劇っぽくして
動きの形も演劇に近くするべきなのでは・・・？
と俺も思いつつある
夜月　冬摩 の発言:

俺もちょっと思ってたから賛成～～
夜月　冬摩 の発言:

薔薇を飛ばそうと考えてたら同じ意見にいたったｗ
Q,S気味(団長) の発言:

波紋入りのバラは痛かろう
夜月　冬摩 の発言:

スｗｗタｗｗンｗｗドｗｗ
ユンケル の発言:

採用決定
いいと思うけど具体的にどんな風に演劇っぽくするの？
夜月　冬摩 の発言:

それこそ攻撃、ではなく薔薇を投げる、に近い感じ？
Q,S気味(団長) の発言:

いや、現実にある動きにのっとった動きにするという話
ユンケル の発言:

一回、企画者だけでも本物の演劇見に行かない？
Q,S気味(団長) の発言:

良いと思います
夜月　冬摩 の発言:

ありだとは思いますー
真冬 の発言:

いいと思います！
Q,S気味(団長) の発言:

お金がね～
夜月　冬摩 の発言:

そう、お金ｇｇｇ
Q,S気味(団長) の発言:

劇の録画を見るだけじゃダメ？
夜月　冬摩 の発言:

それはいいかもねー
ユンケル の発言:

赤→攻撃
青→防御
緑→ジャンプ
赤＋緑＝黄→回避
緑＋青＝水色→アイテムを拾う・使う
赤＋紫＝紫→誘惑
ユンケル の発言:

で、誘惑って相手の動きを止めるぐらいしか思いつかなかったんだけど、何かほかに無いかな
夜月　冬摩 の発言:

誘惑→男にだけ有効で、防御よりも高い効果や持続時間
夜月　冬摩 の発言:

女には無効
夜月　冬摩 の発言:

とか？
ユンケル の発言:

誘惑された敵は無防備になる？
夜月　冬摩 の発言:

いいねー
Q,S気味(団長) の発言:

良いと思います
ユンケル の発言:

そうするとかなりPCが有利な状況が出来るから、
あまり良くないと俺は思う
夜月　冬摩 の発言:

女には無効ってのがリスクになるんじゃない？
Q,S気味(団長) の発言:

持続時間と
モーションの長さによるのでは？
夜月　冬摩 の発言:

万能な防御と、片方にだけ特化した技ってことなら有かと
ユンケル の発言:

紫色で誘惑の効果(敵を硬直させる以外)または、アクション考えた人いる？
夜月　冬摩 の発言:

ローマでは優雅、高貴
イタリアでは不吉な色とされ、オペラでは好まれなかったらしい
Q,S気味(団長) の発言:

ボイス→良い声で相手に遠距離攻撃
夜月　冬摩 の発言:

ボイスは黄色で考えたな～
夜月　冬摩 の発言:

女性の黄色い声っていうのがあったから
夜月　冬摩 の発言:

悲鳴的なものだけどｗ
Q,S気味(団長) の発言:

魅惑→相手を仲間にする・・
ユンケル の発言:

それなんてハッピーアｈ
夜月　冬摩 の発言:

ｗｗｗｗ
ユンケル の発言:

攻撃・ジャンプまではいいと思うけど、よく考えたら防御と回避はあまり必要ではない気がする。敵や敵の攻撃ならジャンプで避けられると思うし
夜月　冬摩 の発言:

そして、攻撃、ジャンプというよりも
夜月　冬摩 の発言:

演劇らしいアクションにしたいって感じかな？
Q,S気味(団長) の発言:

そう
夜月　冬摩 の発言:

演劇のアクションに効果を持たせると解釈したんだけどどうだろ？
？？？

Q,S気味(団長) の発言:

防御が重要になる状況を作ればいいのでは？
夜月　冬摩 の発言:

そのアクションを使って突き進む的な？
Q,S気味(団長) の発言:

ガードダッシュ？
Q,S気味(団長) の発言:

ジャンプできない狭い道で敵と正面から向かうとか
Q,S気味(団長) の発言:

赤→腕を前に出す動作
Q,S気味(団長) の発言:

黄→ステップ
Q,S気味(団長) の発言:

青→のけぞる動作
参考に
ユンケル の発言:

http://www.youtube.com/watch?v=gudK5o18t74&feature=related
 真冬 が会話から退席しました。
ユンケル の発言:

http://www.youtube.com/watch?v=xyg7yu_jDXo&feature=related
ユンケル の発言:

ライトの当て方とか参考になるかもｗ
